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もう一度読みたい：過去のインタビュー

「見えない恐怖、プルトニウ
ム社会」● 高木仁三郎さん
──プルトニウム社会がやってくるという
言葉使いをよく目にしますが、実際それは
どういう社会のことですか？
高木●　プルトニウムは高度に秘密にして
おかなければならない軍事物質ですから、
プルトニウムがある道筋に従って、必ず情
報の制限があるということです。労働者や
研究者レベルでは、早くから制限がくわえ
られていて、日常的なレベルで監視される
こともあります。ポストによっては一人で
はまったく行動できない人もいます。外部
の人と接触がある時は、公安の人がついた
りします。
アメリカでは、カレン･シルクウッドと

いう人がプルトニウムを告発しようとして
いたら、交通事故にあって亡くなるという
事件がありました。その事故はつくられた
ものだったとされています。日本では、そ
こまでのことはまだ起こっていないようで
すけれど。
──「プルトニウム社会」の直接の被害者
でもある彼らは、その居心地の悪さをどう
受け止めているのでしょう？
高木●　昔、動燃で事故があった時、色々
なものに書いたことがあって、あとから労
働組合の人に、「会社のことを悪く言わな
いでくれ」と言われたことがあります。自
分たちの仕事に希望が持てなくなるって言
うんです。私は会社の危険性を訴えたのに、
労働組合としての自主性が無いから、中か
ら疑問も出てこないんです。
──中の声はうまくつなげないものでしょ
うか？
高木●　社会的に声がもっともっと上がる
ようになれば、中からも声が出やすくなり
ます。実際プルトニウム利用に疑問を持っ
ている人は､動燃や原子力研究所内部にも
多いですから。
次に公には、例えばただの市民が輸送に

関して「反対」と言っただけでマークされ
るとか、色々な形で表れるということです。
あらゆる意味で、プルトニウムは見えな

い恐怖です。気づいたらすごく汚染されて
いたとか。原爆が出来ていたとか、気づい
たら警察にマークされていたなど、むしろ
ひそかな形で進行してゆくのが「プルトニ
ウム社会」ではないでしょうか。
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特集「プルトニウムってなに？」
インタビュー by あきこ

「国の安全ていう言葉信じた
ら ほんとに殺されるよ」●
平井憲夫さん
平井●　阪神大震災でも、高速道路を設計
した人はよもや橋桁のコンクリートの中に
コンパネとかジュースの空き缶が入ってい
るとは思ってない。‥あそこで直接コンク
リートを流して作っている人はいわゆる世
間でいう出稼ぎの人なんだ。お百姓さんな
んかね。原子力発電所でも同じような出稼
ぎの人が仕事してる。だから体質は一緒。
それに今の監督いうのも、自分でやってみ
せる技量がないわけ。私もいっぱい何十人
も監督を育てたよ。でも70年代の終わりか
ら80年代に原発ラッシュで、監督を育てる
間がなかったわけ。すると素人のまんま各
現場に行かせるでしょ。だから素人が寄っ
てたかって作っているのが原発だよって私
は言うんです。‥70年代の終わり頃から82
～83年頃に作られたやつはね。もう地震で
はもたないもん。
──原発はどんな地震にも絶対安全ですっ
てよくＰＲしてますけどね。
平井●　それは原子炉のことなの。私が言
うのは原子炉がもっても配管がもたないよ
いうんです。配管が破断したら、もうこれ
は制御きかないんだから。まったくそれが
美浜の原発事故だったわけよ。‥みんな原
子炉ばっかり言ってるけど、そうじゃない
のよ。車で例えるとね、ブレーキはしっか
りしていても、そのブレーキへ行く途中の
オイルのパイプが切れた場合は、もうブレ
ーキ利きゃしないんだから。
──そういうごまかしやウソが原子力行政
には多いですね。‥
平井●　それは私もいっぱいウソをついて
きたから。働いてる労働者に、国の許容線
量さえ守っていれば、ガンになる白血病に
なるいうのは大ウソだよと。あんなのは原
発反対グループが言ってることだよと。い
うんで、自分が20年間やってきたんだもの。
でも知ってたんだよ、おれは。ガンにも白
血病にもなるいうんは。
原子力発電所いうのはね、新規立地の所

へは、いわゆる地域の発展と雇用の促進を
うたい文句にしてるわけ。すると被曝する
いうことが世間に出ると、雇用の促進にな
らないでしょ。だからそれは絶対に外に出
せないわけ。そして私なんか孫請けの人間
が、通常の500倍の被曝をしたわけよ。そ
れでも本人には知らせないからね。
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「ポンコツ原発の時代」●
田中三彦さん
田中●　この間、福島の第二原発の3号炉
のポンプがこわれましたね。溶接部がこわ
れて軸受リングがやられちゃったでしょ。
それで原因は溶接部だと言ってるけど、僕
はウソだと思うわけです。確かに溶接部が
悪かったんだけど、そういうことを言って
いる限りは、やっぱり原発というのは怖い。
つまり機械部品というのは、古くなると摩
耗していったりもろくなったりしてこわれ
るのが当たり前なんです。‥で、こわれた
時にどう対応するかということを、安全シ
ステムで考えているわけですが、その時に
必ず人間が介入してくるんです。今回の事
故の場合‥アラームがついているのに止め
ない。‥これが大事故に至らなかったのは、
ほんとに運が良かったからに過ぎないんで
す。今回の事故で腹立たしいのは、日頃彼
らは多重防護だとか二重三重の安全システ
ムがあるとか、訓練を積んだ優秀な運転員
がやっているのでスリーマイルやチェルノ
ブイリとは違うんだと言ってきたのに、そ
のどれもが機能しなかったことです。アラ
ームが出ているのにきちんと対応しないで
無視する。今まで言われてきたことは全部
ウソだったんです。

田中●　電力会社っていうのは、電気を売
る会社なんです。つまり飛行機で言うとパ
イロットは飛ばし方のことはよく知ってい
るけど、どうして飛行機が飛ぶのかってこ
とは知らないわけです。車でも、やたら運
転はうまいけどパンク一つ直せないとかね。
それで老朽化した飛行機を酷使するから、
壁がはがれて乗客が落っこちたりするんで
す。あれは中古機を飛ばすことがどれくら
い危ないのか、パイロットや航空会社がよ
く分かっていないということです。で、原
発のポンプの振動が大きくなりはじめたっ
てことになると、ポンプの設計技師なんか
はもう真っ青になると思うんだけど、運転
員はそんなに危険を実感として持てなかっ
たんだと思います。でもこれからどんどん
原発が中古になり老朽化していく時代にな
ってきて、ハードウェアをよく知っている
専門家が電力会社にいないと非常に危ない
ですね。いつか緊急事態が発生して、東電
なら福島で大パニックになった時に、ハー
ドの知識を持ってる人が誰もいないという
のが一番恐ろしいわけです。
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